
　
特
に
今
回
強
調
し
た
の
は
新

設
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診

施
設
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
法
案
は
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
よ
っ
て
従
来
か
ら
運
用
さ
れ

て
き
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
医

療
法
に
位
置
付
け
る
。
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
は
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
を
機
に
な
し
崩
し
的
に

推
進
さ
れ
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
は
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
有
意
義
と
さ
れ
、
医

師
不
足
地
域
で
の
活
用
も
議
論

さ
れ
る
一
方
、
医
療
の
産
業

化
・
市
場
化
の
方
策
と
し
て
の

側
面
が
あ
る
。

　
新
設
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

受
診
施
設
」
は
医
療
法
の
「
第

四
章
　
病
院
、
診
療
所
、
助
産

所
等
」
に
規
定
さ
れ
る
施
設
で

あ
り
、
専
ら
患
者
が
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
を
受
診
す
る
「
場
」
で

あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
提

供
す
る
の
は
「
医
師
ま
た
は
歯

科
医
師
」
で
あ
り
、
そ
の
勤
務

す
る
病
院
ま
た
は
診
療
所
は

「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
実
施
病
院

等
」
と
さ
れ
る
。
新
た
な
受
診

施
設
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
厚

労
省
は
「
郵
便
局
や
公
民
館

等
」
と
説
明
し
て
い
る
が
法
案

上
、
設
置
者
は
設
置
後
10
日
以

内
に
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出

る
こ
と
と
さ
れ
、「
自
由
開
業
」

で
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
い
わ

ゆ
る
「
過
疎
」
の
み
の
設
置
に

限
ら
れ
る
も
の
と
は
見
受
け
ら

れ
な
い
。
さ
ら
に
設
置
者
に
つ

い
て
は
民
間
営
利
企
業
の
参
入

も
否
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
医
療

の
産
業
化
・
市
場
化
と
親
和
的

な
も
の
は
確
実
で
あ
る
。

　
す
で
に
「
規
制
改
革
実
施
計

画
」（
23
年
6
月
16
日
閣
議
決

定
）
に
よ
り
「
特
例
的
に
医
師

が
常
駐
し
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
た
め
の
診
療
所
の
開
設
」

が
24
年
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た

経
緯
も
あ
り
、
新
た
な
施
設
は

厚
生
労
働
行
政
上
の
必
要
性
以

上
に
経
済
産
業
政
策
と
し
て
浮

上
し
て
き
た
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　
要
請
で
は
次
の
点
を
強
調
し

た
。

　
①
原
則
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
が
「
普
遍
化
」
し
、
本

来
、
対
面
で
診
療
す
べ
き
場
合

に
濫
用
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
は
あ
く
ま
で
緊
急
時

等
、
真
に
や
む
を
得
な
い
場
合

に
お
け
る
対
面
診
療
の
補
完
で

あ
り
、
窮
余
の
一
策
と
す
べ

き
。
少
な
く
と
も
、
営
利
化
・

産
業
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
方

向
で
の
検
討
は
中
止
を
求
め

る
。

　
②
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
と
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設
に
関
す

る
規
制
的
ル
ー
ル
を
定
め
る
べ

き
。
日
本
医
学
会
連
合
が
22
年

に
示
し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

の
初
診
に
関
す
る
提
言
」
等
、

医
学
専
門
組
織
の
意
見
に
依
拠

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
適
さ

な
い
各
科
の
「
症
状
」
や
「
処

方
薬
剤
」
に
つ
い
て
明
確
に

し
、
少
な
く
と
も
初
診
か
ら
の

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
対
象
か
ら

除
外
す
べ
き
。

　
③
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施

設
の
設
置
者
に
つ
い
て
、
営
利

目
的
の
企
業
は
除
外
し
、
公

立
・
公
的
医
療
機
関
を
は
じ
め

と
し
た
公
共
性
の
高
い
法
人
の

み
開
設
を
認
め
る
べ
き
。

　
④
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施

設
に
は
看
護
師
等
の
医
療
専
門

職
の
配
置
を
必
須
と
す
べ
き
。

　
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
は
現
段
階
で
は
明
確

に
与
野
党
対
決
法
案
と
見
な
さ

れ
る
状
況
に
は
な
い
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
を
め
ぐ
る
も
の
以

外
も
日
本
の
医
療
制
度
の
根
幹

に
関
わ
る
深
刻
な
内
容
を
含
む

も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
引
き
続

き
協
会
は
与
野
党
議
員
に
対

し
、
法
案
の
問
題
点
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
た
い
。

　
24
年
度
の

診
療
報
酬
改

定
は
ま
さ
に

財
務
省
主
導

で
あ
っ
た
。
直
近
3
年
間
の
全

国
約
2
万
2
千
の
医
療
法
人
の

事
業
報
告
書
を
集
計
し
、
財
務

省
「
機
動
的
調
査
」
と
し
て
発

表
。
無
床
診
療
所
の
22
年
度
経

常
利
益
率
は
8
・
8
％
と
極
め

て
良
好
で
、
他
産
業
と
の
比
較

か
ら
診
療
所
単
価
を
5
・
5
％

引
き
下
げ
る
べ
き
と
衝
撃
を
与

え
た
。
結
局
、
改
定
率
は
本
体

部
分
プ
ラ
ス
0
・
88
％
で
、
内

0
・
89
％
は
職
員
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
い
ろ
い
ろ
と
物
議
を
醸

し
た
▼
協
会
は
機
動
的
調
査
対

象
の
医
療
法
人
の
事
業
報
告
書

等
を
京
都
府
か
ら
入
手
し
、
府

内
医
療
法
人
の
経
営
実
態
を
調

査
分
析
し
て
み
た
▼
京
都
の
無

床
診
療
所
の
経
常
利
益
率
は
プ

ラ
ス
8
・
2
％
と
全
国
平
均
の

プ
ラ
ス
8
・
8
％
と
比
べ
る
と

少
し
低
い
。
大
き
く
異
な
る
の

は
有
床
診
療
所
で
全
国
平
均
で

も
プ
ラ
ス
4
・
8
％
と
低
い

が
、
京
都
は
マ
イ
ナ
ス
3
％
で

あ
る
。
京
都
の
有
床
診
療
所
は

産
婦
人
科
の
割
合
が
多
く
、
コ

ロ
ナ
支
援
金
の
恩
恵
が
少
な
く

マ
イ
ナ
ス
の
大
き
い
と
こ
ろ
が

さ
ら
に
平
均
値
を
下
げ
た
と
思

わ
れ
る
▼
興
味
深
い
の
は
府
内

の
市
町
村
別
の
経
営
状
況
で
、

人
口
も
医
療
法
人
数
も
圧
倒
的

に
多
い
京
都
市
が
無
床
・
有
床

問
わ
ず
、
収
入
、
経
常
利
益
率

と
も
に
下
位
に
位
置
し
て
い

る
。
財
務
省
に
使
わ
れ
そ
う
な

デ
ー
タ
で
あ
る
。
都
道
府
県
別

の
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
医
師
の
多

少
と
医
療
機
関
の
経
営
と
の
関

係
が
分
か
る
の
で
は
な
い
か
、

見
て
み
た
い
も
の
だ
。
事
務
局

に
は
ご
苦
労
様
。 

（
彦
）

　
先
日
、
協
会
は

人
材
確
保
と
定
着

率
ア
ッ
プ
を
テ
ー

マ
に
雇
用
管
理
講

習
会
を
開
催
し

た
。
最
近
で
は
企

業
が
安
定
し
た
労
働
力
確
保
に

努
め
た
こ
と
で
、
2
0
2
1
年

に
は
正
社
員
が
3
5
6
5
万
人

と
過
去
最
高
に
達
し
た
半
面
、

人
材
不
足
の
業
界
で
は
さ
ら
に

人
手
不
足
に
拍
車
が
か
か
り
、

特
に
介
護
・
医
療
・
保
育
分
野

は
深
刻
と
報
告
が
あ
っ
た
。
昨

今
、
人
材
紹
介
業
者
が
働
き
手

を
紹
介
し
紹
介
手
数
料
を
受
け

取
り
、
短
期
間
で
そ
の
働
き
手

に
「
お
祝
い
金
」
を
出
し
転
職

を
促
し
、
次
の
転
職
先
か
ら
紹

介
手
数
料
を
受
け
取
る
行
為
を

繰
り
返
す
違
反
行
為
が
横
行
し

て
い
る
そ
う
だ
。
厚
生
労
働
省

も
問
題
視
し
、「
お
祝
い
金
」

を
出
し
て
転
職
を
促
す
こ
と
を

全
業
種
に
お
い
て
職
業
安
定
法

に
基
づ
く
指
針
で
禁
止
し
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
違
反
行
為

は
後
を
絶
た
ず
、
会
員
各
位
も

留
意
い
た
だ
き
た
い
。

　
24
年
10
月
に
全
国
の
最
低
賃

金
が
上
が
り
、
京
都
府
も
1
0

0
8
円
か
ら
1
0
5
8
円
と
50

円
の
引
き
上
げ
と
な
っ
た
。
25

年
は
全
国
の
最
低
賃
金
1
0
0

0
円
以
上
が
目
標
に
掲
げ
ら

れ
、
24
年
と
同
額
程
度
の
引
き

上
げ
で
は
と
の
話
も
出
て
い

た
。
診
療
報
酬
が
引
き
上
げ
ら

れ
な
い
ま
ま
最
低
賃
金
が
上
が

れ
ば
医
療
機
関
へ
の
影
響
は
計

り
し
れ
な
い
。

　
24
年
12
月
に
厚
生
労
働
省
は

自
治
体
向
け
に
物
価
高
騰
に
対

し
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活

用
し
た
支
援
、
医
療
施
設
等
経

営
強
化
支
援
事
業
と
し
て
生
産

性
向
上
・
職
場
環
境
整
備
等
支

援
事
業
な
ど
の
実
施
の
通
知
を

発
出
し
た
。
物
価
高
騰
へ
の
支

援
は
光
熱
費
と
食
材
費
支
援
と

し
て
医
療
機
関
に
補
助
金
が
支

給
さ
れ
る
。
生
産
性
向
上
・
職

場
環
境
整
備
等
支
援
事
業
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
導
入
に
よ
る
業

務
効
率
化
や
給
付
金
を
活
用
し

た
さ
ら
な
る
賃
上
げ
を
行
っ
た

医
療
機
関
に
補
助
金
が
支
給
さ

れ
る
。
し
か
し
、「
25
年
3
月

31
日
時
点
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
を
届
け
出
て
い
る
医
療
機

関
」
が
対
象
で
、
届
け
出
て
い

な
い
医
療
機
関
は
対
象
外
だ
。

（
関
連
2
面
）

　
補
助
金
自
体
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
単
発
の
補
助

金
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
も
医

療
機
関
の
経
営
改
善
の
根
本
的

な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
ま
し

て
や
生
産
性
向
上
・
職
場
環
境

整
備
等
支
援
事
業
は
明
ら
か
に

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
届
出

医
療
機
関
を
増
や
す
た
め
の
政

策
誘
導
と
し
か
思
え
な
い
。
や

は
り
本
筋
は
診
療
報
酬
の
引
き

上
げ
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と
報

酬
を
得
た
上
で
物
価
高
騰
や
人

件
費
上
昇
に
対
応
で
き
る
経
営

基
盤
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
国
へ

強
く
要
請
し
て
い
き
た
い
。

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
届
出
の
誘
導
策
か

（
上
か
ら
面
談
順
に
）

山
井
・
福
山
・
倉
林
各
議
員

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設
へ
の
懸
念

医
療
の
産
業
化
に
危
機
感
伝
え
る
国会行動

　
協
会
は
今
国
会
二
回
目
の
国
会
議
員
要
請
を
4
月
9
日
に
実
施
し
た
。
京
都
選
出
の
全

国
会
議
員
を
訪
問
、
山
井
和
則
議
員
（
衆
・
立
民
）、
福
山
哲
郎
議
員
（
参
・
立
民
）、
倉

林
明
子
議
員
（
参
・
共
産
）
と
直
接
面
談
し
た
。
今
回
の
要
請
は
保
団
連
事
務
局
と
と
も

に
行
っ
た
。
要
請
内
容
は
引
き
続
き
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
関
し
て
の

も
の
。
新
た
な
地
域
医
療
構
想
を
め
ぐ
っ
て
は
従
来
か
ら
の
国
の
医
療
需
給
推
計
が
地
域

の
医
療
ニ
ー
ズ
を
正
し
く
把
握
し
て
い
な
い
点
を
指
摘
。
医
師
偏
在
是
正
対
策
に
つ
い
て

は
新
た
な
外
来
医
師
過
多
区
域
（
仮
称
）
で
の
開
業
規
制
策
を
批
判
し
、
さ
ら
に
新
設
の

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
受
診
施
設
の
懸
念
を
伝
え
徹
底
審
議
を
求
め
た
。

　
京
都
府
保
険
医
協
会
は
理

事
長
・
副
理
事
長
・
監
事
の

選
挙
公
示
を
3
月
25
日
（
本

紙
第
3
1
9
0
号
）に
行
い
、

立
候
補
届
出
を
4
月
4
日
16

時
に
締
め
切
っ
た
と
こ
ろ
、

全
て
定
数
内
の
立
候
補
の
た

め
、
投
票
を
行
わ
ず
代
議
員

会
議
長
が
立
候
補
者
を
も
っ

て
当
選
人
と
決
定
し
た
（
選

挙
規
定
第
16
条
）。

　
氏
名
は
左
掲
の
通
り
。
新

た
に
内
田
亮
彦
氏
が
理
事
長

に
、
兵
佐
和
子
氏
が
副
理
事

長
に
、
吉
中
丈
志
氏
が
監
事

に
選
出
さ
れ
た
。
再
任
は
副

理
事
長
4
人
、
監
事
1
人
。

任
期
は
2
0
2
5
年
6
月
1

日
よ
り
2
0
2
7
年
5
月
31

日
ま
で
。

理 事 長
内
う ち だ

田　亮
あきひこ

彦（下京東部） 新任
副理事長

福
ふくやま

山　正
ま さ き

紀（上京東部） 再
渡
わたなべ

邉　賢
け ん じ

治（西　　陣） 再
林
はやし

　　一
ひ と し

資（西　　京） 再
兵
ひょう

　佐
さ

和
わ

子
こ

（下京西部） 新任
茨
いばらぎ

木　和
かずひろ

博（綴　　喜） 再
監　　事

名
な ぐ ら

倉　良
りょういち

一（下京西部） 再
吉
よし

中
なか

　丈
たけ

志
し

（右　　京） 新任
（届出順、敬称略）

協　会
役員選

新
理
事
長
に
内
田
氏

内田　亮彦 氏兵　佐和子 氏
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協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

主な内容

◦医師賠償責任保険
◦�休業補償制度�
（所得補償、傷害疾病保険）
◦�針刺し事故等補償プラン
◦�自動車保険・火災保険

TEL 075-212-0303

ご用命は

アミスアミス まで

地
区
と
の
懇
談（
左
京
、山
科
）�

（
２
面
）

寄
稿

ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策�

（
４
面
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枠
内
で
や
り
く
り
せ
ず
国
全
体
の
予
算
で

医
療
・
社
会
保
障
の
位
置
付
け
を

左
京
医
師
会
と
懇
談

2
月
15
日
　
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都

24
時
間
体
制
の
か
か
り
つ
け
医
は
負
担
大

マ
イ
ナ
で
は
直
近
情
報
が
確
認
で
き
ず

山
科
医
師
会
と
懇
談

2
月
27
日
　
ウ
ェ
ブ
会
議

　
協
会
は
左
京
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
2
月
15
日
に
ウ
ェ
ス

テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都
で
開

催
。
左
京
医
師
会
か
ら
21
人
、

協
会
か
ら
6
人
が
出
席
し
た
。

左
京
医
師
会
の
十
倉
孝
臣
副
会

長
の
司
会
で
開
会
。
同
会
の
塩

見
聡
史
会
長
よ
り
「
高
額
療
養

費
制
度
の
改
定
に
つ
い
て
保
団

連
が
長
瀬
効
果
を
広
報
し
た
結

果
、
受
診
抑
制
を
見
込
ん
で
い

た
の
か
と
世
間
の
怒
り
を
買
っ

て
修
正
の
方
向
に
向
か
っ
て
い

る
。
マ
ス
コ
ミ
を
味
方
に
つ
け

る
運
動
の
良
い
例
だ
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
地
区
か
ら

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
つ

い
て
国
が
急
い
で
進
め
て
い
る

印
象
が
否
め
な
い
」
と
の
意
見

が
出
さ
れ
、
協
会
は
「
マ
イ
ナ

保
険
証
と
従
来
の
保
険
証
を
並

走
さ
せ
て
お
け
ば
、
余
計
な
混

乱
や
出
費
は
必
要
な
か
っ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
確
認
方
法
を
設
定

す
る
こ
と
で
か
え
っ
て
現
場
が

混
乱
し
て
い
る
。
選
択

制
に
戻
す
よ
う
今
後
も

要
求
し
て
い
く
」
と
述

べ
た
。

　

ま
た
、
地
区
か
ら

「
高
齢
化
に
よ
る
医
療

費
の
自
然
増
分
が
払
え

な
い
と
言
っ
て
、
な
ぜ

医
療
提
供
者
が
診
療
報

酬
引
き
下
げ
を
被
ら
な

い
と
い
け
な
い
の
か
。
　
協
会
は
山
科
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
2
月
27
日
に
ウ
ェ
ブ
で

開
催
。
地
区
か
ら
10
人
、
協
会

か
ら
6
人
が
出
席
し
た
。

　
山
科
医
師
会
の
榎
堀
徹
副
会

長
の
司
会
で
開
会
。
冒
頭
、
同

会
の
髙
須
雅
史
会
長
よ
り
「
医

療
保
険
制
度
が
複
雑
か
つ
煩
雑

に
な
り
、
困
っ
て
い
る
医
師
は

多
い
。
懇
談
会
で
し
っ
か
り
と

勉
強
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。
鈴
木
理
事
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
社
会
保
障
制
度
の

行
方
と
医
療
提
供
体
制
改
革
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
、
協
会
よ

り
各
部
会
か
ら
の
情
報
提
供
を

行
っ
た
。

　
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制

度
に
関
し
て
、
地
区
よ
り
「
今

後
か
か
り
つ
け
医
は
24
時
間
体

制
が
必
須
で
、
医
師
個
人
の
負

担
が
増
え
て
く
る
の
で
は
な
い

か
」「
国
は
訪
問
診
療
を
訪
問

診
療
専
門
の
医
療
機
関
に
全
部

任
せ
て
い
く
の
か
」
な

ど
意
見
が
出
さ
れ
た
。

協
会
よ
り
「
訪
問
診
療

専
門
の
診
療
所
は
増
え

て
い
る
が
、
地
域
全
体

を
カ
バ
ー
で
き
な
い
だ

ろ
う
。
今
ま
で
通
院
し

て
い
た
人
を
対
象
に
、

外
来
が
難
し
く
な
っ
た

患
者
を
訪
問
し
て
い
る

診
療
所
も
あ
り
、
と
も

に
訪
問
診
療
を
担
っ
て
い
る
」

と
述
べ
た
こ
と
に
対
し
て
、
地

区
は
「
在
宅
医
療
の
委
員
会
に

は
地
区
内
に
複
数
あ
る
訪
問
診

療
専
門
の
診
療
所
も
出
席
し
て

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
応
じ
た
。

　
ま
た
、
医
療
Ｄ
Ｘ
が
話
題
と

な
り
、
地
区
よ
り
「
マ
イ
ナ
保

険
証
で
病
歴
等
の
医
療
情
報
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
1
〜

2
カ
月
前
の
情
報
し
か
見
ら
れ

医
療
費
を
国
際
比
較
す
れ
ば
、

技
術
料
は
日
本
が
最
も
低
い
。

し
か
し
国
民
皆
保
険
制
度
を
守

れ
と
言
う
と
医
師
が
儲
け
る
た

め
と
マ
ス
コ
ミ
報
道
さ
れ
る
。

こ
れ
で
は
混
合
診
療
の
解
禁
も

良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気

に
な
る
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
協
会
は
「
厚
生
労
働
省
の

事
務
方
ト
ッ
プ
で
さ
え
、
社
会

保
障
の
費
用
を
一
定
の
枠
に
収

め
な
い
と
日
本
の
医
療
は
保
て

な
い
と
い
う
論
調
だ
が
、
医

療
・
社
会
保
障
は
憲
法
25
条
で

保
障
さ
れ
た
国
民
の
権
利
で
あ

り
権
利
の
行
使
で
あ
る
と
い
う

捉
え
方
が
必
要
だ
」
と
指
摘
。

「
医
療
・
社
会
保
障
の
中
だ
け

で
や
り
く
り
し
よ
う
と
す
る
か

ら
医
療
費
抑
制
、
患
者
負
担
増

と
い
う
考
え
し
か
出
て
こ
な

い
。
国
全
体
の
予
算
の
中
で
医

療
・
社
会
保
障
を
位
置
付
け
て

考
え
る
べ
き
だ
。
使
用
実
績
の

乏
し
い
基
金
の
総
額
が
約
7
兆

8
千
億
円
に
上
る
と
の
試
算
も

あ
る
。
財
源
は
あ
る
と
思
う
の

で
視
野
を
広
げ
た
議
論
が
必
要

だ
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
他
、
生
活
習
慣
病
管
理

料
の
療
養
計
画
書
、
病
床
機
能

報
告
制
度
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
た
。

　
最
後
に
、
左
京
医
師
会
の
松

下
匡
孝
副
会
長
か
ら
「
国
が
完

全
に
医
師
を
管
理
す
る
よ
う
に

な
る
の
か
。
15
年
後
を
見
据
え

る
と
医
師
に
と
っ
て
大
変
な
世

の
中
に
な
る
気
が
す
る
。
若
い

医
師
は
国
に
き
ち
ん
と
意
見
を

述
べ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
。

な
い
。
直
近
の
も
の
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
す
べ
き
だ
」
と
の
意

見
に
対
し
て
、
協
会
は
「
本

来
、
医
療
Ｄ
Ｘ
は
デ
ー
タ
の
共

有
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、

進
め
る
こ
と
に
異
論
は
な
い

が
、
政
府
の
進
め
て
い
る
医
療

Ｄ
Ｘ
で
、
例
え
ば
処
方
情
報
は

レ
セ
プ
ト
情
報
か
ら
抽
出
す
る

の
で
1
〜
2
カ
月
前
の
情
報
に

な
る
。
直
近
の
他
院
受
診
で
の

服
薬
情
報
は
分
か
ら
な
い
。
そ

れ
な
ら
お
薬
手
帳
の
方
が
有
用

だ
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
が

分
か
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
」
と

回
答
し
た
。

　
そ
の
他
、
診
療
報
酬
改
定
、

社
会
保
障
の
財
源
な
ど
で
多
岐

に
わ
た
る
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。

　
最
後
に
山
科
医
師
会
の
小
川

純
己
副
会
長
よ
り
「
今
後
と
も

山
科
医
師
会
と
協
会
が
一
体
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
閉
会
し

た
。

　
協
会
は
3
月
29
日
、「
診
療
報
酬
改
定
の
現
状
と
課
題
：

若
干
の
私
見
」
を
テ
ー
マ
に
社
会
保
険
研
究
会
を
開
催
し

た
。
講
師
は
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
入
院
・
外
来
医
療

等
の
調
査
・
評
価
分
科
会
会
長
で
九
州
大
学
名
誉
教
授
の
尾

形
裕
也
氏
。
会
場
と
ウ
ェ
ブ
で
68
人
が
参
加
し
た
。

　
診
療
報
酬
は
形
式
的
に
は
医

療
保
障
政
策
の
一
環
だ
が
、
医

療
提
供
政
策
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。

　
診
療
報
酬
は
確
か
に
重
要
な

も
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
を
に
ら

ん
で
経
営
す
る
の
は
非
常
に
危

険
だ
。
診
療
報
酬
は
大
臣
告
示

で
あ
り
、
法
令
的
に
非
常
に
低

い
位
置
付
け
と
す
る
こ
と
で
、

柔
軟
に
変
化
さ
せ
て
い
る
。
そ

の
変
化
に
合
わ
せ
て
い
く
だ
け

で
は
改
定
の
度
に
右
往
左
往
す

る
こ
と
に
な
る
。
最
も
有
利
な

点
数
を
算
定
す
る
必
要
は
あ
る

が
、
診
療
報
酬
に
合
わ
せ
て
経

営
を
考
え
る
の
は
非
常
に
危
険

で
あ
る
。
診
療
報
酬
は
変
わ
っ

て
い
く
も
の
、
変
わ
る
べ
き
も

の
と
考
え
る
べ
き
だ
。

　
現
在
、
診
療
報
酬
は
三
段
階

の
改
定
プ
ロ
セ
ス
で
決
定
さ
れ

る
。

　
第
一
は
マ
ク
ロ
で
、
改
定
率

を
政
府
が
予
算
編
成
の
プ
ロ
セ

ス
で
決
定
す
る
。
第
二
は
メ
ゾ

で
、
基
本
方
針
を
社
会
保
障
審

議
会
の
医
療
部
会
と
医
療
保
険

部
会
で
決
定
す
る
。
第
三
は
ミ

ク
ロ
で
、
改
定
の
具
体
的
内
容

を
中
医
協
で
決
定
す
る
。

　
近
年
の
改
定
動
向
を
見
る
と

02
年
度
、
06
年
度
改
定
を
除

き
、
本
体
は
プ
ラ
ス
改
定
が
維

持
さ
れ
て
い
る
が
、
直
近
6
回

の
改
定
で
は
本
体
引
き
上
げ
と

薬
価
引
き
下
げ
の
合
計
が
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
22
年
度
改
定
で
は
本

体
プ
ラ
ス
0
・
43
％
の
う
ち
プ

ラ
ス
0
・
2
％
を
看
護
職
員
処

遇
改
善
評
価
料
に
、
24
年
度
改

定
は
本
体
プ
ラ
ス
0
・
88
％
の

う
ち
医
療
関
係
職
種
、
40
歳
未

満
の
勤
務
医
師
等
の
賃
上
げ
に

計
0
・
89
％
使
う
こ
と
と
さ
れ

た
。

　
本
体
の
改
定
財
源
捻
出
の
た

め
に
薬
価
引
き
下
げ
を
繰
り
返

す
こ
と
で
、
日
本
の
医
薬
品
政

策
に
は
歪
み
が
生
じ
て
お
り
、

限
界
に
き
て
い
る
。
財
務
・
厚

労
両
大
臣
合
意
と
い
う
マ
ク
ロ

を
決
め
る
べ
き
政
府
の
予
算
編

成
の
中
で
内
容
に
相
当
踏
み
込

ん
で
い
る
の
も
問
題
だ
。
さ
ら

に
、
資
源
配
分
と
所
得
分
配
の

問
題
と
し
て
考
え
る
と
、
診
療

報
酬
は
診
療
行
為
を
評
価
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
賃
上

げ
と
個
別
の
診
療
報
酬
改
定
を

対
応
さ
せ
る
こ
と
も
非
常
に
問

題
だ
。

　
財
源
の
問
題
抜
き
に
診
療
報

酬
の
大
幅
プ
ラ
ス
改
定
は
で
き

な
い
が
、
日
本
の
医
療
・
介
護

費
用
は
増
額
す
べ
き
と
考
え

る
。
国
際
的
に
見
る
と
、
日
本

の
医
療
・
介
護
費
用
は
決
し
て

高
く
な
い
。
む
し
ろ
高
齢
化
が

進
む
中
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
見
が

一
般
国
民
の
中
か
ら
出
て
こ
な

い
こ
と
を
憂
慮
す
る
。

　
医
療
・
介
護
費
用
を
増
や
す

た
め
に
は
増
税
や
保
険
料
の
引

き
上
げ
以
外
は
な
い
と
い
う
の

が
私
の
信
念
で
あ
る
。

講
師
の
尾
形
氏

研究会の模様は
協会ホームページで

配信中

出
席
者
16
人
で
開
催
さ

れ
た
山
科
医
師
会
と
の

懇
談

出
席
者
27
人
で
開
催
さ

れ
た
左
京
医
師
会
と
の

懇
談

社 保 研

講演要旨

第677回社会保険研究会
講師： 中央社会保険医療協議会入院・外来医療等の調査・評価分科会会長

九州大学名誉教授　尾形 裕也 氏

日本の医療・介護費用は
増額すべき

医療機関経営情報
京都府

京都府

医療機関等物価高騰対策事業交付金

医療機関処遇改善等推進事業補助金

物価高騰の影響を受ける医療機関や社会福祉施設等の負担軽減の
ため、規模等に応じて光熱費および食材費を支援

医療現場等の生産性向上、業務効率化や職場環境の改善、医療人
材確保・定着の基盤の構築への支援

申請期限 4月30日（水）※郵送の場合は当日消印有効

対　　象 病院・診療所、介護サービス事業所 等

申請期限 6月30日（月）※郵送の場合は当日消印有効

対　　象 病院・診療所、訪問看護ステーション
対象要件 3月31日時点までにいずれかのベース 

アップ評価料を届け出ていること
対象事業（複数可）※要実績報告

① ICT機器等の導入による業務の効率化
② タスクシフト／シェアによる業務効率化
③ 補助金を活用したさらなる賃上げ

詳細は協会ホーム
ページからご確認
いただけます
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「
勤
務
医
に
役
立
つ
情
報
提

供
」
と
「
保
険
医
協
会
の
事
業

の
特
長
を
知
っ
て
い
た
だ
く
」

の
特
徴
、
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
知

り
、
自
分
の
考
え
方

に
合
っ
た
商
品
を
選

択
す
る
②
資
産
運
用

で
抑
え
る
べ
き
三
つ

の
大
切
な
ル
ー
ル
と

し
て
、「
長
期
投
資
」

「
資
産
分
散
」「
時
間

分
散
」
を
抑
え
れ
ば

リ
ス
ク
を
限
り
な
く

ゼ
ロ
に
で
き
、
資
産

の
分
散
保
有
で
安
定

こ
と
を
目
的
に
、
協
会
は
勤
務

医
の
た
め
の
講
習
会
を
3
月
12

日
に
ウ
ェ
ブ
開
催
。
10
人
が
参

加
し
、
上
田
和
茂
理
事
が
進
行

し
た
。

　
「
人
生
1
0
0
年
時
代
に
お

け
る
資
産
形
成
と
資
産
防
衛
〜

い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
！
金
融
商

品
と
投
資
の
ル
ー
ル
〜
」
と
し

て
、
阪
本
佳
祐
氏
（
2
級
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
技
能
士
、
ト
ー
タ
ル
・
ラ
イ

フ
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
よ

り
、
現
在
の
金
融
情
勢
を
踏
ま

え
て
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た

め
に
「
投
資
」「
健
康
寿
命
の

延
伸
」
が
必
要
と
解
説
し
た
。

そ
の
上
で
①
資
産
形
成
の
種
類

と
方
法
と
し
て
、
各
金
融
商
品

険
医
年
金
の
特
長
を
詳
説
。
保

険
診
療
の
サ
ポ
ー
ト
や
多
彩
な

講
習
会
の
開
催
な
ど
、
勤
務
医

も
活
用
で
き
る
事
業
を
案
内
し

た
。
保
険
医
協
会
の
入
会
と
共

済
制
度
の
利
用
を
呼
び
か
け

た
。

　
ま
た
保
険
医
協
会
は
医
療
機

関
・
患
者
と
も
に
安
心
・
安
全

な
医
療
体
制
と
な
る
よ
う
、
国

や
京
都
府
な
ど
に
充
実
、
改
善

の
要
請
を
続
け
て
い
る
こ
と
、

現
行
の
健
康
保
険
証
を
残
す
運

動
や
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担

引
き
上
げ
撤
回
運
動
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
と
説
明
。
国
民
皆

保
険
制
度
を
守
り
、
地
域
医
療

を
守
る
活
動
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
た
。

し
た
成
果
が
期
待
で
き
る
③
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
と
変
額
保
険
の
特
徴
を

踏
ま
え
、
ゆ
と
り
あ
る
老
後
の

生
活
費
用
へ
の
活
用
―
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
。

　
「
勤
務
医
に
役
立
つ
保
険
医

協
会
の
共
済
制
度
と
活
動
紹

介
」
と
し
て
曽
我
部
俊
介
理
事

よ
り
、
医
師
賠
償
責
任
保
険
の

サ
ポ
ー
ト
力
、
斡
旋
融
資
制
度

の
低
い
利
率
と
使
い
や
す
さ
を

紹
介
後
、
グ
ル
ー
プ
保
険
と
保 勤務医の日常生活もサポート

　
回
答
者
の
診
療
科
目
は
「
内

科
系
」
が
45
％
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
1
年
間
の
審
査
に
対
す

る
満
足
度
で
は
、「
満
足
」「
あ

る
程
度
満
足
」
の
合
計
は
基
金

40
％
、
国
保
42
％
（
図
1
）。

不
満
の
理
由
は
「
審
査
基
準
の

不
明
確
さ
」「
医
学
的
判
断
、

見
解
の
相
違
」
が
基
金
、
国
保

と
も
に
多
か
っ
た
。

　
こ
の
1
年
間
の
減
点
経
験
は

基
金
で
92
％
、
国
保
で
89
％

が
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
。
そ

の
理
由
は
「
病
名
漏
れ
」（
同

73
％
、
73
％
）
が
最
も
多
い
。

減
点
の
納
得
度
は
基
金
で
は

「
で
き
る
場
合
と
で
き
な
い
場

合
が
半
分
半
分
」（
同
41
％
）

が
最
も
多
く
、
国
保
で
は
「
納

得
で
き
る
場
合
が
多
い
」（
同

44
％
）
が
最
も
多
い
。
減
点
に

納
得
で
き
な
い
理
由
は
「
明
ら

か
な
病
名
漏
れ
は
返
戻
し
て
ほ

し
い
か
ら
」
が
基
金
・
国
保
と

も
に
48
％
で
最
も
多
い
。

　
減
点
の
頻
度
は
基
金
・
国
保

と
も
に
「
変
わ
ら
な
い
」（
同

55
％
、
57
％
）
が
最
も
多
い

が
、「
少
な
く
な
っ
た
」
が
減

少
し
、「
増
え
た
」
が
増
加
し

た
（
図
2
）。
査
定
額
の
割
合

は
「
0
・
2
％
以
下
」（
同
48

％
、50
％
）が
最
も
多
か
っ
た
。

　
こ
の
1
年
間
に
返
戻
が
「
あ

る
」
と
の
回
答
は
基
金
90
％
、

国
保
89
％
。
そ
の
内
容
は
「
被

保
険
者
資
格
に
関
す
る
も
の
」

が
基
金
・
国
保
と
も
に
75
％
で

最
も
多
か
っ
た
。
返
戻
に
対
し

て
「
請
求
内
容
に
不
備
が
あ

り
、
肯
定
的
に
受
け
止
め
て
い

る
場
合
が
多
い
」（
同
50
％
、

54
％
）
が
最
も
多
か
っ
た
。
ま

た
、
減
点
・
返
戻
に
対
し
て
は

「
そ
の
都
度
検
討
」
が
71
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
1
年
間
の
再
審
査
請
求

の
経
験
に
つ
い
て
「
あ
る
」
と

の
回
答
は
基
金
46
％
、
国
保
43

％
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
に
対

し
て
、「
納
得
で
き
る
場
合
が

多
い
」
は
同
28
％
、
29
％
だ
っ

た
。
再
審
査
請
求
に
つ
い
て
改

善
す
べ
き
点
が
「
あ
る
」
と
の

回
答
は
同
78
％
、
76
％
で
、
改

善
す
べ
き
点
は
「
原
審
通
り
と

す
る
場
合
、
理
由
を
詳
細
に
文

書
で
通
知
す
べ
き
」
が
基
金
・

国
保
と
も
に
67
％
で
最
も
多

か
っ
た
。

　
こ
の
1
年
間
に
審
査
委
員
会

か
ら
の
連
絡
（
注
意
）
や
懇
談

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
の
は
基

金
10
％
、
国
保
8
％
で
、「
あ

る
」
の
割
合
が
少
な
い
傾
向
は

続
い
て
い
る
が
、
前
回
に
比
べ

る
と
基
金
・
国
保
と
も
に
倍
増

し
て
い
る
。
そ
の
結
果
に
つ
い

て
は
「
納
得
で
き
た
」
が
基
金

で
73
％
、
国
保
で
77
％
で
あ
っ

た
。68

％
が
い
わ
ゆ
る
審
査
基
準

に
つ
い
て
、「
す
べ
て
公
開
す
べ

き
」
ま
た
は
「
公
開
の
部
分
を

拡
大
す
べ
き
」
と
回
答
し
た
。

　
審
査
委
員
会
に
期
待
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、「
患
者
の
個
別

性
を
重
視
し
、
医
師
の
裁
量
を

尊
重
し
た
審
査
を
期
待
す
る
」

が
61
％
で
最
も
多
か
っ
た
（
図

3
）。

　
減
点
・
返
戻
・
再
審
査
請
求

で
納
得
で
き
な
か
っ
た
事
例
、

従
来
は
認
め
ら
れ
て
い
た
の
に

減
点
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事

例
、
再
審
査
請
求
の
結
果
復
活

し
た
事
例
（
自
由
記
述
）
で
は

「
検
査
・
画
像
に
関
す
る
も
の
」

「
投
薬
に
関
す
る
も
の
」
の
事

例
が
多
か
っ
た
。

　
審
査
全
般
に
関
す
る
意
見
・

要
望
（
自
由
記
述
）
で
は
、

「
審
査
基
準
・
審
査
結
果
の
相

違
、
審
査
基
準
の
公
開
」「
減

点
・
返
戻
理
由
の
明
確
化
」
に

関
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

　
自
由
記
述
の
具
体
的
内
容
に

つ
い
て
は
調
査
結
果
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を

ご
参
照
い
た
だ
き
、
同
様
に
お

困
り
の
事
例
が
あ
れ
ば
い
つ
で

も
協
会
ま
で
ご
相
談
い
た
だ
き

た
い
。

　
保
険
診
療
の
充
実
に
お
い
て

審
査
支
払
機
関
の
果
た
す
べ
き

役
割
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

協
会
は
今
回
の
結
果
を
基
に
、

よ
り
良
い
審
査
の
実
現
の
た
め

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
会

員
各
位
に
は
調
査
の
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
る
。

（　）内は回答数

調査結果は
こちら

https://wp.me/
pcX6Kq-cXE

図１‒１　審査に対する満足度（基金）

図１‒２　審査に対する満足度（国保）

図２‒１　減点の頻度（基金）

図２‒２　減点の頻度（国保）

図３　審査委員会に期待すること（複数回答）
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患者の個別性を重視し、
医師の裁量を尊重した審査（262）

疑義照会等に対する
丁寧な対応（159）

妥当性のない保険者再審査請求に
対する厳しい対応（99）

期限内の確実な支払いを担保する
ための迅速な審査決定（94）

不明・無回答（39） 9％

37％

23％

22％

61％

不明・
無回答

大いに
不満である

少し不満
である

どちらとも
言えない

ある程度
満足している

満足で
ある

少なくなった　　　変わらない　　　増えた　　　不明・無回答

2 0 2 5 年 (令和 7年) 4 月 2 5 日 第 3 1 9 2 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月10日･25日発行

有益な資産運用とは
共済利用も呼びかけ
勤務医対象に講習会

2
0
2
4
年
度
審
査
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

検
査
・
画
像
・
投
薬
の
減
点
等
に
不
満

　
協
会
が
1
9
7
3
年
よ
り
2
年
に
一
度
実
施
し
て
い
る
審
査
（
基
金
・
国
保
）
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
2
0
2
4
年
度
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。
22
年
度
よ
り
調
査
結
果
の
冊
子
で

の
配
布
は
行
わ
な
い
た
め
、
以
下
に
診
療
所
編
の
概
要
を
掲
載
す
る
。
病
院
編
を
含
む
調
査

結
果
の
全
体
と
図
表
は
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
・
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

調
査
期
間　

2
0
2
4
年
8
月
1
日
〜
8
月
31
日

対　
　

象　

会
員
医
療
機
関
1
8
4
1
（
診
療
所
1
6
8
6
、
病
院
1
5
5
）

方　
　

法　

ア
ン
ケ
ー
ト
紙
（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
用
紙
）
方
式

有
効
回
答
数
・
率　

4
9
8
（
27
％
）

（
診
療
所
：
4
3
0
（
26
％
）、
病
院
：
68
（
44
％
））

回
答
者
の
割
合　

診
療
所
86
％
、
病
院
14
％

回 答

審査全般に関する意見・要望（自由記述）※一部抜粋

● 基金と国保で審査基準が違うので統一してほしい。審査
基準が変わる場合は事前に連絡してほしい。

● 査定理由は記号詳記で納得しますが、審査結果は今後の
レセプト請求に生かすため、理由を詳しくお知らせいた
だけると勉強になります。

● 負担金に対する返戻に対してなぜ間違っているのか、詳
しい説明がほしい（詳しい説明がある場合とない場合が
あるため）。

● ２回目は不要な検査、余計な検査だと、患者の現状を知
るはずのない医師が判断されることに納得がいきませ
ん。我々は決して利益のために余計な不要な検査は行っ
ていないつもりです。

● 明らかな病名漏れや病名間違いの場合は減点せずに返戻
してほしい。

● 審査委員に質問しやすいような制度、環境にしてほしい
です。

● 増減点通知書や当座口振込通知書などをもっと分かりや
すくしていただきたいです。支払基金では各種通知書の
見方がありますが、初歩的なことまで説明がなく、細か
い説明もないので理解が難しいです。



ペイシェントハラスメント訴訟

　かつては俗にモンスターペイシェント、今はペイ
シェントハラスメント（ペイハラ）と呼ばれる行為に
ついて、ある訴訟の判決が注目されている。入院患者
の家族Aの度重なる理不尽な言動により、看護師が相
次いで退職し病床の閉鎖を余儀なくされたとして、病
院が家族Aに損害賠償を請求した訴訟で、一審の長崎
地裁はAの発言の多くを違法なハラスメントと認定し
たが、報道によれば福岡高裁はAの発言は違法でない
と判断し、最高裁で病院敗訴が確定したという。
　ネット上では「医療従事者は何を言われても我慢し
ろと言うのか」「医療現場を分かっていない」などと
福岡高裁判決を非難する医療関係者の投稿が多く見受
けられる。しかし弁護士の立場から見ると、福岡高裁
の判断は十分あり得るものである。この判決から教訓
を読み取り、今後のペイハラ対応のあり方を考えてみ
たい。なお、有料判例検索サービスで長崎地裁判決は
入手できたが福岡高裁判決は入手できず、本稿は高裁
については報道を基にしていることを予めご了承願い
たい。
　まず大前提として、身体的暴力、有形力の行使は犯
罪にも当たり得るもので、絶対に許されない。福岡高
裁もAが看護師の頭を後ろから押さえつけた行為は違
法と認定している。そのような行為があれば警察を呼
ぶなど毅然と対応すべきである。本件で判断が分かれ
たのはあくまでもAの発言である。
　発言がペイハラに当たるか否かを判断するにあたっ
ては、厚生労働省がウェブ公開している「カスタマー
ハラスメント対策企業マニュアル」が有用適切な基準
を示しているので、ぜひ参考にされたい。福岡高裁も
基本的に同様の基準に拠ったものと考えられる。

カスタマー（ペイシェント）ハラスメントとは

　厚労省マニュアルはカスタマーハラスメントの定義
を「顧客等からのクレーム・言動のうち、当該クレー
ム・言動の要求の内容の妥当性に照らして、当該要求
を実現するための手段・態様が社会通念上不相当なも
のであって、当該手段・態様により、労働者の就業環
境が害されるもの」としている。
　ここで重要なことを４点指摘したい。
　第一に、不平不満や要求（いわゆるクレーム）を口
にすることそれ自体でハラスメントとされることはな

いということである。クレームをつけられると気分が
落ち込み精神的に苦痛を覚えるのが我々人間の性であ
るが、だからと言ってそれが直ちにハラスメントとな
るわけではない。最初にクレームの内容の妥当性、次
にクレームの態様の社会的相当性を吟味する必要があ
る。
　第二に、内容の妥当性や態様の相当性を判断するに
あたっては、前後の文脈を考慮することが不可欠であ
る。それはクレーム発言の直前の会話内容やその背景
にある事実経過である（判決事案ではハイリスク患者
が痰や嘔吐の主訴で入院、内視鏡胃管挿入後の胃穿孔
で人工呼吸管理、事故抜管、渋々気管切開を承諾とい
う経緯があった）。
　第三に、基本的にはコミュニケーションの問題であ
り、人間である以上誤解や無知もあるし、他人の内心
は分からないことが多いため、内容の妥当性や態様の
相当性を欠く発言がなされても、それが誤解・無知に
基づいている場合には、まずは誤解や無知を解消すべ
くコミュニケーションを図るべきであって、直ちに違
法なハラスメントと認定されるものではない。
　第四に、上記の三つから、医療従事者はペイハラ発
言はもちろんペイハラに該当しない発言によっても精
神的に圧迫され苦痛を感じ、その結果業務に支障を来
しかねないのであるから、スタッフが精神的負担を感
じている場合には絶対に一人に任せず組織として対応
すべきである。その際、患者の生命身体がかかってい
る以上できることは最大限行う反面、できないことは
できないと明確に説明し毅然と対応すべきである。

組織として最大限対応する

　判決事案から具体例を検討してみたい。家族Aは深
夜から未明の時間帯に、人工呼吸器の酸素飽和度の設
定に異議を唱え、医師の指示によるものとの看護師の
説明に納得せず、約40分の長時間にわたり看護師を問
い詰め、その際「ここの看護師さんたち、そこ考えて
くれないのよね。頭悪いのか、どうなのか。ちゃんと
見てよって感じなの、こっちからしたらね」「他の病
院だったらぶったたかれてるよ」という発言があった
という。これについて長崎地裁は「長時間にわたって
看護師らを問い詰めて拘束したことは医療妨害という
べき」と判示している。
　まず「拘束した」という認定には疑問を覚える。法
律家が「拘束」という言葉を使うのは、部屋に施錠し

て監禁したり、「火をつけるぞ」と脅すなど、自由な
行動を不可能または著しく困難にするような行為であ
るが、そのような事情は一切認定されていない。また
40分間の長時間、クレームを受けた看護師がどのよう
に応対したかも書かれていない。もし例えば「他の患
者のナースコールがあるので行きます」と明確に言っ
たにもかかわらず「ナースコールなんかどうでもい
い。私の質問に答えろ」と言ったのであれば医療妨害
であろうが、福岡高裁で覆ったところを見るとそうで
はなかったのであろう。40分であろうが何分であろう
が、看護師がおとなしく傾聴している間は、相手は話
を続けてもいいと認識してしまうため、業務に支障が
あるなら支障があるとまずは伝えるべきである。担当
の看護師がそれを言えないのであれば、上の者が伝え
て看護師を守る必要がある。本事案では救急病院で夜
間にも医師がいたであろうから、（主治医でなくても）
医師の口から酸素飽和度の設定に問題がないことを医
学的見地から説明することも考えて良かったかもしれ
ない。組織で対応する、できることは最大限するとい
うのはそういうことである。あるいは「当直医も今は
手が離せない。終わったら来るからそれまで待って」
と言う。できないことはできないと毅然と対応すると
いうことはそういうことである。

ペイシェントハラスメント対策

　福岡高裁判決は「患者および親族が置かれている状
況を考慮すると、医療の現場においては、その精神的
不安定さから社会的に不相当な言動に及ぶことがあっ
たからといって、それらが全て不法行為を構成するほ
どの違法性に該当する行為であると評価することは相
当ではない」という旨を述べたと言い、その言葉だけ
が一人歩きして、「医療従事者はどんなハラスメント
でも耐えろと言うのか」という批判が沸き上がってい
る。しかし本判決は呼吸管理という患者の生命に関わ
る事案であり、クレームの内容が専ら医療のことであ
り、看護師の精神的負担が大きいことに組織として迅
速に対応し相手にその旨を伝えていないらしい事案に
ついての判断である。決してどのような発言でも耐え
ろと言っているわけではない。この判決の機会にぜひ
前記の厚労省マニュアルを参照され、ペイハラ対策を
進められたい。
【カスタマーハラスメント対策企業マニュアル】
https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/000915233.pdf

判決に学ぶペイシェントハラスメント対策判決に学ぶペイシェントハラスメント対策
あやめ法律事務所　弁護士　あやめ法律事務所　弁護士　江頭 節子江頭 節子

寄
　
稿

　診療報酬や医療制度改定は医療機関の経営に影響を
及ぼし、開業＝安泰とは言えない時代になっています。
他院の工夫例を学び、今後の医院経営をご一緒に考え
ましょう。

日　時 ５月24日（土） 16時～18時
（交流会18時15分～）

場　所 京都府保険医協会・会議室
講　演   ふくおかクリニックのマーケティング戦略

医療法人ふくおかクリニック院長　
福岡 正平 氏
［質疑応答・意見交換］質問・自院の経験談など自由に
ご発言下さい。ここでしかできない話ができるかも!?

交流会   18時15分～２時間　 参加費  5,000円　
隠れ酒場ともしび（保険医協会入居ビルB1F）

環境問題講演会 診療経営研究会

日　時 ５月25日（日） 10時～13時
場　所  京都府保険医協会・会議室
参加費   無料　

非会員5,500円（当日入会時は無料）

新規開業を考える方の講習会

● 開業を成功に導くための秘訣
～押さえておくべきポイント～
廣井増生税理士事務所 所長　廣井 増生氏

● 先輩開業医からのアドバイス
医療法人植園会すぎたに内科クリニック 
院長　杉谷 義彦氏

●地区医師会への入会手続き、
保険医協会の共済制度の活用［解説］など
●個別相談(講習会終了後)
※個別相談をご希望の場合は、申込時にお知らせ下さい。

お申込は
こちらから

　全国で汚染が問題になっているPFAS（有機
フッ素化合物）について環境省は新たな方針を発
表。水道水の規制について水道法上の「水質基
準」に引き上げましたが、規制値そのものは国際
的にも非常に緩いPFOS・PFOA合計50ng/Lと
高いままです。規制・対策についての日本政府の
消極的な姿勢が際立つ中、この問題に長く警鐘を
発してこられた講師に、これからどう立ち向かっ
ていくべきか、何が問題かをお聞きします。

※申込締切：
５月16日（金）

お申込は
こちらから

PFASとはなにか? どう立ち向かうか?
日　時 ５月10日（土） 14時～16時
場　所 京都府保険医協会・会議室＋ウェブ
講　師  小泉 昭夫氏

京都保健会社会健康医学福祉研究所所長　京都大学名誉教授

参加費 無料

※申込締切：
５月８日（木）

お申込は
こちらから
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4
月
以
降
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料（
Ⅰ
）の
手
続
き

A

518518

医療費未払い医療費未払い
患者の対応患者の対応

そこのところが
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あやめ法律事務所
福山 勝紀
弁護士

第40回保団連医療研究フォーラム
「地域連携で病を治す」～がばいよかばい佐賀に来んさい～

◇第１分科会「在宅医療・介護」
◇第２分科会「医科診療の研究と工夫」
◇第３分科会「歯科診療の研究と工夫」
◇第４分科会「医科歯科連携した研究と日常診療の工夫」
◇第５分科会「災害、公害、環境、職業病」
◇第６分科会「医学史・医療運動史・医療と裁判」
◇ポスターセッション

第１次締切
６月20日（金）
最終締切
７月１日（火）

演題募集中

日　程 11月23日（日・祝）～24日（月・振替休日）
 23日：全国共同調査・オープニング企画・記念講演、対談・レセプション
 24日：分科会・ポスターセッション
場　所  SAGAアリーナ（佐賀市日の出２丁目１番10号 ☎0952-32-4070）

参加費 現地：医師 8,000円／コ・メディカル 500円
 オンライン（23日のみ）：医師 4,000円／コ・メディカル 無料
主　務 佐賀県保険医協会　　主　催　全国保険医団体連合会

第３回 医療安全講習会

医療 A I 技術の
普及と医療水準

日 時   5月31日（土）
16時～17時30分

場 所   京都府保険医協会
会議室＋ウェブ

講 師   創価大学法学部講師

船橋 亜希子 氏

お申込は
こちらから

Ｑ
、
3
月
ま
で
に
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
（
Ⅰ
）
の
算
定

を
開
始
し
た
。
4
月
以
降
に
必

要
な
手
続
き
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
、
①
6
月
30
日
ま
で
に
25

年
度
分
の
賃
金
改
善
計
画
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　
②
8
月
31
日
ま
で
に
24
年
度

分
の
賃
金
改
善
実
績
報
告
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　
①
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

（
Ⅰ
）
の
み
を
届
け
出
て
い
る

医
療
機
関
は
評
価
料
（
Ⅰ
）
専

用
届
出
様
式
（
エ
ク
セ
ル
）
を

用
い
ま
す
。
様
式
は
別
添
と
賃

金
改
善
計
画
書
か
ら
な
り
ま
す

が
、
別
添
を
記
載
す
れ
ば
賃
金

改
善
計
画
書
が
完
成
し
ま
す
。

　
本
紙
3
1
8
0
号
に
「
暑
い

夏
の
一
日
観
察
記
録
」
を
投
稿

し
た
。
7
月
末
の
大
気
中
Ｃ

Ｏ
2
濃
度
一
日
観
察
記
録
で
、

植
物
の
光
合
成
が
日
中
の
Ｃ

Ｏ
2
濃
度
を
減
少
さ
せ
る
の
に

る
。
結
果
と
し
て
夏
に
は
大
気

中
の
Ｃ
Ｏ
2
濃
度
は
高
め
で
、

冬
に
は
低
め
で
あ
っ
た
（
一
般

的
に
は
大
気
Ｃ
Ｏ
2
濃
度
は
春

か
ら
秋
に
か
け
減
少
し
、
冬
は

増
加
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
）。

冬
は
最
大
値
と
最
小
値
の
差
は

32ppm
で
、
夏
は
77ppm
あ
っ
た
。

夏
の
方
が
冬
に
比
較
し
て
、
日

中
の
濃
度
の
差
は
増
す
こ
と
が

Ｃ
Ｏ
2
測
定
器
Ａ
Ｚ
7
7
5
5

（
前
回
測
定
器
落
下
し
て
故
障
、

2
台
目
）
で
、
京
都
市
西
京
区

川
島
の
住
宅
街
の
一
角
の
玄
関

先
に
5
分
間
静
置
の
上
、
測
定

し
た
。
当
日
の
最
高
気
温
は

10
・
3
℃
、
最
低
気
温
は
1
・

6
℃
、
日
の
出
は
7
時
、
日
の

入
は
17
時
21
分
で
あ
っ
た
。
そ

の
結
果
を
夏
の
記
録
と
比
較
し

て
グ
ラ
フ
に
示
す
。

　
夏
と
比
較
し
て
全
般
的
に
Ｃ

Ｏ
2
濃
度
は
低
く
、
10
時
過
ぎ

か
ら
低
下
し
始
め
、
15
時
頃
ま

で
ほ
ぼ
同
じ
値
で
16
時
頃
か
ら

再
び
上
昇
傾
向
に
入
っ
て
い

示
さ
れ
た
。

2
0
2
2
年
の
世
界
の
年
間

Ｃ
Ｏ
2
総
排
出
量
は
約
3
6
8

億
㌧
、
日
本
は
11
億
3
5
0
0

万
㌧
を
記
録
し
た
。木（
ス
ギ
）

1
本
の
1
年
で
吸
収
す
る
Ｃ

Ｏ
2
の
量
は
約
14
㎏
と
言
わ
れ

て
い
る
。
自
動
車
用
燃
料
か
ら

の
世
帯
当
た
り
の
年
間
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
は
約
1
・
3
㌧
と
さ

れ
、
こ
れ
を
木
（
ス
ギ
）
が
吸

収
す
る
の
に
約
93
本
を
要
す

る
。
ち
な
み
に
一
人
の
人
間
が

呼
吸
で
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
2
量
は

年
約
3
2
0
〜
3
7
0
ｇ
と
さ

れ
る
。

　
樹
木
を
は
じ
め
と
す
る
陸

生
・
水
生
植
物
の
力
を
借
り
な

け
れ
ば
、
産
業
革
命
以
来
大
気

中
に
蓄
積
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
2
に
よ

る
地
球
温
暖
化
で
、
今
後
私
た

市
に
緑
を
増
や
す
こ
と
は
景
観

の
形
成
、
自
然
環
境
の
回
復
、

周
辺
・
土
壌
に
動
植
物
・
微
生

物
を
呼
び
込
む
生
物
多
様
性
の

保
全
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
防

止
・
Ｃ
Ｏ
2
吸
収
対
策
、防
災
、

交
通
安
全
な
ど
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
一
方
、
倒

木
の
危
険
、
落
ち
葉
、
根
上
が

り
、
病
虫
害
、
見
通
し
の
悪

さ
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
な
ど
の

問
題
点
が
あ
る
。

　
海
外
で
は
緑
を
増
や
す
都
市

が
増
え
て
い
る
。
地
球
は
人
間

の
た
め
に
だ
け
あ
る
の
で
は
な

い
。
多
く
の
生
命
体
が
地
球
に

住
ん
で
い
る
。
人
間
の
都
合
に

よ
っ
て
生
態
系
を
乱
し
た
り
、

壊
し
た
り
す
る
こ
と
は
許
せ
な

い
。
身
近
な
都
市
の
公
園
の
樹

木
や
草
地
、
街
路
樹
を
守
る
こ

と
は
自
然
保
護
、
生
物
多
様

性
、
地
球
温
暖
化
防
止
で
持
続

可
能
な
地
球
を
目
指
す
大
事
な

一
歩
と
な
る
。

（
環
境
対
策
委
員
山
本
昭
郎
）

冬
の
一
日
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
観
察
記
録

公
園
、
街
路
の
樹
木
伐
採
・
撤
去
は
や
め
て

環
境
問
題

環
境
問
題

170

Ｑ
、
来
院
時
に
「
手
持
ち
が

な
い
」
と
医
療
費
の
支
払
い
を

断
る
患
者
に
、
次
の
来
院
時
に

ま
と
め
て
請
求
し
た
が
同
様
に

断
ら
れ
支
払
い
が
滞
っ
て
い
ま

す
。
医
療
費
未
払
い
の
患
者
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
良
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
よ

う
な
患
者
の
受
診
を
断
る
こ
と

は
で
き
ま
す
か
。

Ａ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
医

昭
和
24
（
1
9
4
9
）
年
厚
生

省
通
知
で
は
、「
医
業
報
酬
が

不
払
い
で
あ
っ
て
も
直
ち
に
こ

れ
を
理
由
と
し
て
診
療
を
拒
む

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
さ
れ
、

医
療
費
未
払
い
を
理
由
に
は
診

療
を
拒
否
で
き
な
い
か
の
よ
う

な
通
知
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
元
（
2
0
1
9
）
年

12
月
25
日
に
発
出
さ
れ
た
厚
労

省
通
知
で
は
、「
支
払
い
能
力

療
費
未
払
い

を
理
由
に
断

る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　
い
わ
ゆ
る

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
悪
意

を
持
っ
て
あ
え
て
支
払
わ
な
い

場
合
等
に
は
、
診
療
し
な
い
こ

と
が
正
当
化
さ
れ
る
…
特
段
の

理
由
な
く
保
険
診
療
に
お
い
て

自
己
負
担
分
の
未
払
い
が
重

な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
悪
意

の
あ
る
未
払
い
で
あ
る
こ
と
が

推
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
」
と

さ
れ
、
医
療
費
の
未
払
い
を
理

由
に
診
療
拒
否
す
る
こ
と
も
あ

り
得
る
と
明
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
明
ら
か
に
貧
困
が

疑
わ
れ
る
様
子
（
痩
せ
て
い
た

り
、
服
装
が
い
つ
も
同
じ
な

ど
）
で
あ
れ
ば
、
医
療
費
の
未

払
い
が
複
数
回
あ
る
と
し
て

も
、
悪
意
が
あ
る
と
は
言
え

ず
、
診
療
を
拒
否
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の

場
合
は
生
活
保
護
を
受
給
す
る

よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な
ど
の

対
応
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
明
ら
か
に
支
払
い
能
力

が
あ
る
様
子
（
服
装
が
ブ
ラ
ン

ド
物
だ
っ
た
り
、
会
社
勤
め
を

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
場
合
な
ど
）
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
医
療
費
の
未
払
い

が
複
数
回
あ
る
場
合
に
は
悪
意

が
あ
る
と
判
断
し
て
、
診
療
を

拒
否
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
複
数
回
も
（
診
察
時

以
外
で
も
）
督
促
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
次
回
来
院
時
に
も

支
払
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
2

回
の
未
払
い
で
も
、
悪
意
が
あ

る
と
判
断
で
き
る
可
能
性
が
あ

り
、
診
療
拒
否
も
あ
り
得
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
督
促
は
電
話
、

請
求
書
の
送
付
な
ど
方
法
の
如

何
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
後
の
リ

ス
ク
を
考
え
る
と
、
証
拠
に
残

る
形
で
請
求
書
の
送
付
を
行
っ

た
方
が
良
い
で
す
。

　
な
お
、
医
療
費
の
請
求
期
間

は
令
和
2
（
2
0
2
0
）
年
4

月
以
降
、
5
年
間
に
変
更
さ
れ

て
い
ま
す
が
（
以
前
は
3
年
）、

5
年
以
内
に
何
ら
か
の
法
的
手

続
（
請
求
書
の
送
付
だ
け
で
は

足
り
ず
、
訴
訟
等
の
法
的
手
続

が
必
要
）
を
取
ら
な
け
れ
ば
消

滅
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

寄
与
す
る
結
果

が
出
た
。
春
・

夏
は
生
育
植
物

も
多
く
、
多
光

量
・
日
照
時
間

も
長
い
た
め
植
物
の
光
合
成
は

盛
ん
だ
が
、
冬
は
逆
で
光
合
成

が
乏
し
く
、
Ｃ
Ｏ
2
濃
度
の
下

が
り
が
悪
い
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

冬
の
一
日（
1
月
27
日
）に
夏
と

同
じ
条
件
で
、
自
宅
の
玄
関
先

で
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
2
濃
度
を
、

1
時
間
ご
と
に
測
定
し
た
。
測

定
器
は
中
国
製
の
ポ
ー
タ
ブ
ル

ち
人
類
や
地
球

の
生
命
体
は
危

機
に
立
た
さ
れ

る
。
森
林
、
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
、

農
地
、
海
水
、
都
市
の
公
園
の

樹
木
・
街
路
樹
な
ど
の
植
物
の

保
全
、
再
生
が
必
要
で
あ
る
。

　
最
近
、
日
本
で
は
東
京
・
明

治
神
宮
外
苑
再
開
発
を
代
表

に
、
東
京
都
千
代
田
区
、
名
古

屋
市
、
大
阪
市
、
明
石
市
な
ど

全
国
の
各
地
で
、
危
険
や
開
発

を
口
実
に
、
行
政
に
よ
る
公
園

や
街
路
の
樹
木
伐
採
・
撤
去
が

予
定
・
強
行
さ
れ
て
い
る
。
都

5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00
系列 383 396 405 411 415 391 391 390 390 391 390 392 393 394 404 407 410
系列 474 463 445 420 421 417 416 405 403 405 398 397 401 404 408 406 411

370
390
410
430
450
470
490

2024/7/28

CO2：ppm

2025/1/27

１日のCO２濃度測定結果（冬と夏の比較）

5
月
1
日（
木
）、3
日（
土
）

〜
6
日（
火
）は
、
事
務
局
休
務

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

了
承
下
さ
い
。

　
②
報
告
書
専
用
様
式
（
エ
ク

セ
ル
）
を
用
い
ま
す
。
従
来
版

の
報
告
様
式
を
用
い
る
こ
と
も

で
き
ま
す
が
、
専
用
様
式
の
方

が
作
成
し
や
す
い
で
す
。

　
①
②
の
各
様
式
と
作
成
の
留

意
点
、
提
出
先
等
は
厚
労
省
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
特
設

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

4
月
以
降
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
（
Ⅰ
）
の
算
定
を
開
始

し
た
医
療
機
関
は
25
年
度
中
に

提
出
が
必
要
な
書
類
は
あ
り
ま

せ
ん
。

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12 1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12 1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12 1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12 1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　12 1　2　3

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

第1波 第2波

（千人）

第3波 第4波 第5波
第6波 第7波 第8波 第9波 第10波 第11波

0

5

10

15

20

25

30

35

40
新規陽性者数７日間データ

京都府の新型コロナウイルス感染症の発生動向

厚労省オープンデータ（2020/1/26～2023/5/7）、
札幌医科大学「７日間の新規感染者数推定値」（2023/5/8～）より京都府保険医協会作成

申込は
京都府保険医
協会まで

１医療機関定点当たり感染者数

３月 17日～
23日

３月 24日～
30日

３月31日～
４月６日

2.91人 2.61人 1.74人

厚労省データに基づく

2 0 2 5 年 (令和 7年) 4 月 2 5 日 第 3 1 9 2 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月10日･25日発行

事
務
局

休
務
の
お
知
ら
せ

過
去
の
連
載
は
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す



今
回
は
記
載
字
数
を
守
り

若
干
、
趣
向
を
変
え
て

普
段
の
芳
年
の
人
と
な
り
を

探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。
小
生

の
傍か

た
わら
に
あ
る
浮
世
絵
ア
ー
ト

ブ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
芳
年
の
作

画
態
度
は
何
よ
り
も
写
生
を
大

切
に
し
た
よ
う
だ
。
あ
る
時
、

磔た
っ
刑け

い
さ
れ
て
い
る
人
物
を
描
く

の
に
実
際
に
木
柱
で
十
の
字
を

作
り
、
弟
子
の
年
景
を
縛
り
付

け
モ
デ
ル
に
し
た
と
こ
ろ
に
、

何
も
知
ら
ぬ
有
名
講
釈
師
・

放ほ
う
ぎ
ゅ
う
し
ゃ
と
う
り
ん

牛
舎
桃
林
と
い
う
人
物
が

や
っ
て
来
て
そ
の
場
面
を
見
て

仰
天
し
「
手
前
に
免
じ
て
御
勘

弁
願
い
た
い
」
と
詫
び
入
っ
た

が
、
芳
年
は
知
ら
ぬ
顔
で
「
こ

い
つ
は
言
う
に
言
わ
れ
ぬ
不
都

合
を
し
た
の
で
柱
に
縛
り
付
け

た
の
だ
」
と
言
い
放
ち
、
周
り

の
連
中
は
笑
い
を
堪
え
切
れ
ず

ど
っ
と
噴
き
出
し
た
。
桃
林
は

何
の
こ
と
か
分
か
ら
ず
首
を
か

す
る
厳
し
い
姿
勢
や
門
人
た
ち

と
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
情
景
が
手

に
取
る
よ
う
に
見
え
て
く
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
だ
。

蛇
足
だ
が
放
牛
舎
桃
林
の

命
名
は
暴
政
を
行
っ
た

中
国
殷い

ん
を
倒
し
た
周し

ゅ
うの
武ぶ

王お
う
で

戦
争
が
終
わ
り
、
戦
備
を
解
き

平
和
が
訪
れ
る
例
え
と
し
て
、

戦
い
で
用
い
た
牛
を
陝せ

ん
西せ

い
か
ら

河か

南な
ん
省し

ょ
うに
ま
た
が
る
平
野
・
桃

林
で
解
き
放
し
、
も
う
戦
争
は

し
な
い
と
世
の
中
に
示
し
た
逸

話
に
よ
る
。
ま
た
画
家
・
鏑
木

清
方
の
文
集
に
よ
る
と
、
当
時

人
気
絶
頂
だ
っ
た
噺
家
円
朝
と

芳
年
を
新
聞
社
が
組
ま
せ
る
機

会
が
あ
り
、
芳
年
が
円
朝
の
人

情
話
を
聴
き
入
っ
て
い
る
際
、

啜す
す
り
泣
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
か

ら
世
間
で
言
わ
れ
て
い
る
「
血

も
涙
も
な
い
残
酷
絵
師
」
で
は

な
く
人
情
に
篤あ

つ
い
温
か
い
心
を

持
っ
て
い
た
の
が
分
か
る
。

で
は
明
治
14
（
1
8
8

1
）
年
1
月
6
日
御
届

と
記
し
て
あ
る
芳
年
作
挿
絵
本

（
浮
世
絵
黒
表
紙
）「
東と

う
京き

ょ
う

開か
い
化か

狂き
ょ
う
が画
名め

い

所し
ょ

」（
総
数
は
34
図
と

さ
れ
て
い
る
も
、
小
生
所
有
図

1
〜
22
図
を
挙
げ
載
せ
て
お

く
。
な
お
、
裏
面
は
吟ぎ

ん
光こ

う
作
・

善ぜ
ん
悪あ

く
児こ

の
手て

柏が
し
わの
題
で
表

お
も
て
裏う

ら
が
定

め
に
く
い
コ
ノ
テ
ガ
シ
ラ
の
藁

か
ら
転
じ
て
、
善
悪
両
様
の
図

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
狂
画
は

狂
画
（
滑こ

っ

稽け
い

絵え

・
戯ぎ

画が

）
に
見
る

人
情
家
芳
年
の
面
白
味

滑
稽
絵
・
ざ
れ
絵
・
戯
画
と
も

称
し
、
現
在
の
漫
画
で
も
あ
る

の
で
ク
ス
ッ
と
笑
っ
て
み
て
下

さ
い
。
小
生
は
東
京
名
所
を
背

景
に
当
時
の
人
々
を
登
場
さ

せ
、
面
白
お
か
し
く
活
写
し
て

い
る
セ
ン
ス
が
愉
快
で
特
に
ウ

イ
ッ
ト
に
豊
む
両
国
花
火
で
の

芸
者
の
振
る
舞
い
と
船
遊
び
客

の
は
し
ゃ
ぎ
具
合
（
図
1
）、

日
本
橋
魚
市
場
大
蛸
の
乱
暴
と

人
々
の
慌
て
ふ
た
め
き
（
図

4
）、
湯
島
天
満

宮
巫み

子こ

の
鉗さ

く
乱ら

ん
に

大
笑
い
す
る
参
詣

者
た
ち
（
図
14
）

が
お
気
に
入
り
で

あ
る
。

武田 信巳（西京）第4幅

月
つき

岡
おか

芳
よし

年
とし

の魅力
最後の浮世絵師

し
げ
て
い
た
が
、
事
情
を
知
っ

て
よ
う
や
く
大
笑
い
し
た
と
の

余
聞
だ
が
、
芳
年
の
写
生
に
対

5 月のレセプト受取・締切
基
金・国
保
（※）

８日
（木）

９日
（金）

10日
（土）

― ○ ○◎
○は受付会場設置日、◎は締切日

受付時間：基金９時～17時30分
　　　　　国保９時～17時
　　　　　労災８時30分～17時15分
業務時間：基金９時～17時30分
  　　　　国保８時30分～17時15分
　　　　　労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　 ８～10日 ８時～24時

労
災
締
切

電子レセプト
紙媒体オンライン

請求
電子記録
媒体

10日（土）12日（月）12日（月）

月岡芳年・東京開花
狂画名所（号は芳年
のみ、小生は22図所
有だが総数34図とさ
れている）

（図17） （図18） （図19）

（図20）

（図5）

（図9）

（図2）

（図6）

（図3）

（図7）（図4）

（図8）

（図13）

（図21）

（図10）

（図14）

（図22）

（図11）

（図15）（図12）

（図16）

小
谷
演
俊
氏
（
享
年
75
、
京

都
北
）
3
月
14
日
ご
逝
去

黒
田
大
典
氏
（
享
年
96
、
伏

見
）
3
月
28
日
ご
逝
去

藤
原
光
文
氏
（
享
年
74
、
伏

見
）
4
月
2
日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

接遇マナー研修（初級）

医療接遇の第一歩

実践形式が好評

　
協
会
は
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会

（
初
級
編
）
を
2
月
13
日
に
協

会
会
議
室
で
開
催
。
11
医
療
機

関
15
人
が
参
加
し
た
。
講
師
は

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
・
Ｓ
Ｉ
Ｑ
協
会
の

興
梠
悦
子
氏
。
協
会
の
接
遇
研

　
保
険
医
協
会
の
接
遇

マ
ナ
ー
研
修
会
に
参
加

し
、
私
自
身
を
は
じ
め

自
院
で
の
振
り
返
り
が
必
要
と

あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
研

修
参
加
の
目
的
は
自
身
の
接
遇

を
見
直
し
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
こ
と
、
院
内
で
研
修
内
容
を

共
有
す
る
こ
と
の
2
点
で
す
。

　
研
修
内
容
は
「
医
療
接
遇
の

重
要
性
」「
医
療
接
遇
人
的

サ
ー
ビ
ス
の
五
つ
の
ポ
イ
ン

ト
」
で
し
た
。

　
ま
ず
「
医
療
接
遇
の
重
要

性
」
で
は
、
患
者
さ
ん
が
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
選
ぶ
基
準
、
接
客
・

接
遇
の
違
い
に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
意
見
を
出
し
合
い

発
表
し
ま
し
た
。
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
接
客
と
接
遇
の
違

い
で
す
。
接
客
と
は
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
あ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
接
遇
と
は
思
い
や
り

の
あ
る
行
為
で
あ
る
と
学
び
ま

し
た
。
日
頃
の
業
務
で
は
接
遇

を
心
が
け
て
い
る
も
の
の
接
客

の
部
分
が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
次
の
「
医
療
接
遇
人
的
サ
ー

ビ
ス
の
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
で

は
、
ペ
ア
に
な
り
表
情
・
あ
い

さ
つ
・
態
度
・
動
作
・
立
ち
居

振
る
舞
い
を
実
践
し
ま
し
た
。

表
情
に
つ
い
て
は
マ
ス
ク
を
着

け
た
状
態
で
相
手
に
ど
の
よ
う

に
思
い
を
伝
え
る
か
を
実
践
し

ま
し
た
。
難
し
い
よ
う
に
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
お
互

い
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
思
い

は
伝
わ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。

立
ち
居
振
る
舞
い
に
つ
い
て

は
、
姿
勢
を
前
傾
に
す
る
こ
と

で
よ
り
傾
聴
し
て
い
る
こ
と
、

場
所
を
案
内
す
る
際
に
5
指
を

揃
え
て
手
を
柔
ら
か
く
丸
め
る

こ
と
で
優
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
会
話
の
最
初
に

「
恐
れ
入
り
ま
す
が
」
な
ど
の

ク
ッ
シ
ョ
ン
言
葉
を
足
す
こ
と

に
よ
り
丁
寧
に
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で「
何
を
伝
え
る

か
よ
り
も
ど
の
よ
う
に
伝
え
る

か
が
重
要
。
口
調
や
声
の
ト
ー

ン
を
意
識
し
て
伝
え
る
」
と
学

び
ま
し
た
。
研
修
を
通
し
て
学

ん
だ
こ
と
を
自
分
の
も
の
と
し

て
習
得
し
、
ま
た
院
内
で
共
有

し
て
「
体
も
心
も
癒
し
て
い
た

だ
い
て
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
病
院
」
に
す

る
た
め
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

修
は
参
加
者
同
士
で
あ
い
さ
つ

や
所
作
、
言
葉
遣
い
な
ど
を
確

認
し
合
う
実
践
形
式
が
毎
回
好

評
を
博
し
て
お
り
、
今
回
も
参

加
者
か
ら
「
患
者
の
気
持
ち
に

寄
り
添
え
て
い
な
か
っ
た
と
実

感
し
た
」「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で

学
ん
だ
の
で
、
明
日
か
ら
す
ぐ

実
践
で
き
そ
う
と
感
じ
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
以

下
、
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

参
加
者
同
士
で
言
葉
遣
い
を
確
認

　実践形式の講習を取り入れ、楽しく・
分かりやすく・ためになると毎回好評いた
だいている研修です。医療機関の勤務経
験が少ない方を対象に、医療従事者に必
要な「接遇」「医療安全」「保険診療」の３分
野の基礎をしっかり学んでいただけます。
1日目

5月22日（木） 14時～16時
●医院・診療所での接遇
マナー研修（初級）

参加費　お一人1,000円　※当日徴収
2日目

5月29日（木） 14時～16時
❶  医事紛争から見た医療従事者と
しての心構え

❷  知っておきたい保険の基礎知識
参加費　無料

場所

京都府保険医協会・
会議室

新しく医療機関に
勤められた方の研修会

診療所
対象

お申込は
こちらから

参加記

医療法人啓信会
京都きづ川病院
（宇治久世）
小浜 尚子
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